
  ■ポイント 

①新しい人権にはどのようなものがあるか。 

②新しい人権が問題となった裁判にはどのようなものがあるか。 

③人権保障は国際的にどのように広がってきたのだろうか。 

 

新しい人権の登場〔p.72〕 

環境権 

プライバシーの権利 

知る権利 

アクセス権 

自己決定権 

平和的生存権 など 

①〔     〕 

 良好な環境で生活できる権利 

 背景…公害問題，乱開発，自然環境や都市の景観破壊 

 根拠…〔        〕（憲法第 13条），生存権（憲法第 25条） 

 裁判…「大阪空港公害訴訟」など 

②〔             〕 

 私生活の情報をみだりに公開・利用されない権利 

 自分についての情報をコントロールする権利 

 背景…通信技術の発達 

 根拠…幸福追求権，〔     〕（憲法第 13条） 

    →個人情報保護関連 5法 

 裁判…「宴のあと」事件，「石に泳ぐ魚」事件 

 住民基本台帳…住民に番号をつけ一元的に管理 

 〔           〕制度 

  …国民に番号をつけ納税，社会保障などを一元的に管理 

   →基本的人権の侵害や漏洩などのおそれもある 

③〔      〕 

 妨害されずに情報を受け取る権利 

 必要な行政情報を請求，取得する権利 

 背景…参政権を有効に活用する手段 

 根拠…表現の自由（憲法第 21条），参政権（憲法第 15条）など 

    →〔      〕制度（情報公開法，情報公開条例） 

 〔           〕…報道の自由や，知る権利を制約する懸念 

 公人のプライバシー 

  →知る権利との関連で制約される 

④〔       〕 

 報道機関や公権力の情報源への接近権 

 〔     〕…報道によってそこなわれた利益の回復を要求する権利 

⑤〔        〕 

 尊厳死など自己の生命や身体に関することを決める権利 

 家族のあり方を決める権利（妊娠や出産など） 

 ライフスタイル（服装，髪型など）を決める権利 など 

 根拠…幸福追求権（憲法第 13条） 

 

人権保障の広がり〔p.74〕 

国連で採択された宣言，条約 

 〔         〕…国連が人権の尊重を宣言 

 〔         〕…世界人権宣言を条約化 

  A規約，B規約，選択議定書からなる 

 

第 2章 日本国憲法と民主政治 

2 日本国憲法の基本原理 

  ４ 新しい人権と人権保障の広がり（教科書 p.72～75） 



 人種差別撤廃条約 

 女子差別撤廃条約 

 子どもの権利条約 

 〔   〕の活動…国際的な人権保障に大きな役割 

  アムネスティ・インターナショナルなど 

 外国人の人権 

  地方参政権についての議論 

  〔          〕による人権侵害 

 


